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(1)統一開催テーマ 
『緑ゆたかなまちづくり』 

～窓辺に花を・くらしに緑を・街に緑を・あしたの緑をいまつくろう～ 

(2)北海道フェアの 

   テーマ 

「新たな公園のお披露目」「市民連携による花のまちづくり」「ガーデン連携による地域活性

化」等のアイデアを持ち寄り、基本構想検討委員会等の議論を踏まえ、基本計画で定める 

１．開催の意義     ※本編 基本構想（案）P13       に記載（以下同）  

■ 北海道の豊かな自然や花と緑の魅力の発信と更なる発展にむけたガーデン運動の推進 

 北海道の自然や花と緑の資源と、これに関わる官民の取組みは、観光やまちづくりなど地域活性化の重要なコンテンツ

であり、地域社会においては暮らしに潤いを与え生活の質を高めることから、フェア開催を契機に更なる発展を目指しま

す。 

 

■ 花と緑豊かなライフスタイル、生活文化の創造 

 盛んな花と緑のまちづくりに関わる市民活動の実績を広く全国に発信し、次世代を担う子ども達が住み続けたくなる、新

たな人々が移り住みたくなる、心豊かな生活文化の創造を図ります。 

→ 北海道の豊かな生活スタイルの発信 

 

■ 花と緑の観光・地域産業の振興 

 花と緑、ガーデン巡りを目的に訪れる人々が多い北海道で、観光資源としてツーリズムの定着を進めるとともに、農、食、

健康、景観、環境、通信などの産業と連携した地域振興の促進を図ります。 

→ 観光人口、交流人口の増加～道内に拡がる観光振興 

 

■ 花と緑の新たな拠点における「観光まちづくり」の推進 

 新たに整備が進められている「花の拠点」において、市民活動や民間活力との協働による花・緑観光を確立するととも

に、「花のまち」としてブランドの全国的な発信の契機とします。 

→ 花と緑のブランドの確立と発信 

４. 開催テーマ      ※本編 P15         

北海道の豊かな自然や花と緑の魅力の発信と更なる発展にむけたガーデン運動の推進 

【暮らし・文化】 【経済・産業】 

花と緑の新たな拠点における「観光まちづくり」の推進 

⚫  

北海道・恵庭における緑化フェア開催意義の概要 

２．開催の基本理念     ※本編 P14      

豊富な森林湿原や湖沼等の雄大な自然に恵まれた北海道。 

日々の生活の場においても自然は身近な存在であり、花や緑を愛でる心が、 

暮らしに潤いを与え、安らぎと生き甲斐につながっている。 

市民の主体的な花と緑の活動が続けられてきた恵庭市。 

その実績は、“まちづくり”“ひとづくり”に大きな成果を生み、 

地域社会の元気の源となっている。 

これまで築きあげられてきた“恵庭の花の文化・市民の文化”の魅力が集約され、

更なる飛躍の地となる「花の拠点」をメイン会場に、北海道の花と緑の文化を 

広く全国に発信する全国都市緑化フェアを開催します。 

３．開催の基本方針     ※本編 P14         

➊ 北海道ならではの花とガーデンの魅力で人々を感動させるフェア 

 北海道の自然と人々により育まれた貴重で特有な資源を有効に活用します。 

 最高の季節に彩り豊かなガーデンやまちなかにあふれる花と緑をつなぐ会場で来場者をもてなします。 

❷ 希望と活力あふれる“花のまちづくり”を次の世代に継承するフェア 

 これまで培われてきた、人のつながり、幸せを感じるまちづくりを、若い世代に引き継ぎます。 

 将来を担う子ども達に、花と緑を慈しみ、郷土への愛着を育む機会を創出します。 

❸“日々の暮らしの潤い”“地域の絆”“豊かな地域社会”につながるフェア 

 花のまちづくりの先にある、ライフクオリティの向上、思いやりのある地域づくりを目指します。 

 地域のシンボルとなる拠点を活かし、観光・都市間交流・地域経済の発展を見据えて取組みを進めます。 

❹ 花と緑の取組の歴史と経緯を踏まえ、多様な主体が効果的に連携するフェア 

 効果的かつ効率的でコンパクトなフェアを検討します。 

 既存の施設やイベントを最大限有効活用します。 

 民間活力の活用を検討します。 

2-2 3-1 

3-2 

3-3 

全国都市緑化北海道フェア基本構想（案）概要版 
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５．開催の基本的事項  ※本編 P16      

１ 主催者等   提 唱  国土交通省 

主 催  北海道、恵庭市、公益財団法人都市緑化機構 

共 催  国土交通省北海道開発局 

２ 開催時期   令和４年６月下旬から 1 か月程度 

⚫ 会場を彩る花や緑が最も華やかで多くの観光客が訪れる時期に合わせ開催します 

⚫ 期間中、緑化フェアの中心行事である全国都市緑化祭を実施します 

⚫ 期間中、恵庭市民に親しまれている恒例行事を開催します 

⚫ 週末と平日、“イベント実施の賑わい期間”と“花と緑を寛いで鑑賞する期間”等、メリハリをつけた

開催運営を検討します 

３ 会場 

メイン会場・まちなか会場 
花の拠点・中島公園、隣接する河川空間、及び まちなか会場≪市内の花の

まちづくりの活動地域≫（恵庭市） 

協賛会場（想定） 

 ※いずれも未協議 
えこりん村、サッポロビール北海道工場、ふるさと公園、ルルマップ自然公園ふれらん

ど（恵庭市） 

イコロの森（苫小牧市） 

いわみざわ公園（岩見沢市） 

ゆにガーデン（夕張郡由仁町） 

国営滝野すずらん丘陵公園、真駒内公園（札幌市南区） 

民族共生象徴空間ウポポイ（白老郡白老町） 

 など 

スポットイベント会場 駅や公共空間、イベントを行う会場など 

４ 入場料等   基本計画策定時に検討します。 

※ 会場の一部エリアや有料施設、また、イベントやプログラムによって有料化を検討します。 

５ 目標入場者数  基本計画において設定します。 

※ 検討材料として、会場の規模、事業内容、交通対策、道と川の駅「花ロードえにわ」等の来場者

数等を勘案して設定します。 

※ 誘致圏（市内、道内、道外、国外）を合わせて想定し、各計画に反映します。 

６ 愛称、シンボルマーク 

※ 基本計画において、開催テーマを象徴し、北海道・恵庭らしく、広く道民・市民に親しまれるものを

設定します。 

７ 事業費    基本計画策定時に概算事業費を算定します。 

※ 検討材料として、事業内容、目標入場者数の設定、交通対策、入場料の設定方法等を勘案

します。 

 

 

６ 愛称、シンボルマーク 

基本計画において、開催テーマを象徴し、北海道・恵庭らしく、広く道民・市民に親しまれるものを設定します。 

６ 会場構成  ※本編 P18      

【特徴】 

■メイン会場を中心に恵庭市内の“花のまちづくりの魅力”や“市民の日々の活動”を巡り 楽し

み実感できる会場構成 

• メイン会場では、テーマ性のある質の高いガーデンを散策、野外ステージのイベントに参加し、センターハウスで花

文化や観光情報に触れ、道と川の駅・農産物直売所で恵庭の食を味わっていただきます。 

• 恵庭市内のオープンガーデン、市民活動場所等地域が持つ魅力的な資源を有効に活用し、最寄り駅からメイン

会場に向かう手段として徒歩や自転車等、多様な提案をしながら「恵庭の花と緑の魅力」を満喫いただきます。 

• 「恵庭だけ」「あなただけ」「日常を上質に」をキーワードとして、恵庭を楽しめる会場構成にする。 

■ 花の拠点整備事業と恵庭かわまちづくり事業との連携 

• メイン会場「花の拠点」は 2021（令和 3）年度中のグランドオープンを目指して恵庭市が整備しています。「花

の拠点」隣接地では 2018（平成 30）年度に国土交通省の認定を受けた「かわまちづくり事業」により河川空

間の魅力向上と防災機能向上のための整備が行われており、当該区域を含めたメイン会場の構成とします。 

 

⚫ メイン会場とえこりん村、サッポロビール北海道工場、イコロの森、ゆにガーデン、国営滝野すずらん丘陵公園、

真駒内公園、民族共生象徴空間ウポポイ、周辺の都市公園、庭園、景勝地等を結びネットワーク型の会

場構成を検討します。 

⚫ 各会場では既存イベントを中心に回遊を促すプログラム等を展開。一体的プロモーションにより道内外、国外

からの誘客促進につなげます。 

■ 恵庭、北広島、千歳、札幌の周辺のガーデン施設と花と緑の活動拠点を連携 

 

７ 「メイン＋まちなか」会場計画  ※本編 p.27 

４ ４-4 
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※本編 P39 
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メイン会場 花の拠点／中島公園 

 

 

 

 

 

  

７ 「メイン＋まちなか」会場計画 ※本編 p.27 

≪会場コンセプト ≫ 

 『恵庭のまちづくりと観光の base になる〈恵庭 Base Garden〉』 

≪展開イメージ≫ 

①花の拠点 

【ガーデンエリア】 

ゲートエリアを通り抜けた先に、ガーデンエリアの緑の芝生が広がる。周囲にテーマ性のある質の高い 

ガーデンを配した中心的な場所で、野外ステージではイベントが行われます。 

緑化フェア開催中に開催するイベントの主会場として計画。 

 

 

 

 

 

 

【駐車場】 

ガーデンエリア東側に新設予定。 

【センターハウス】 

市民活動の拠点施設で、花文化や観光情報を発信します。 

【飲食・にぎわい】 

・飲食や案内所など花壇に囲まれたにぎわい

の場とします。 

②中島公園 

・恵庭バイパス（国道 36 号）を挟んで「花の拠点」の向かい側に位置する地区公

園。多目的広場、ランニングコース(880 メートル) 、中島公園庭球場（砂入人

工芝 2 面）があります。 

 

恵庭かわまちづくり 

「かわゾーン」 

③まちなか会場 恵み野 

≪会場コンセプト ≫ 

 『駅からのアプローチもガーデンだ 〈恵庭 Machinaka Garden〉』 

≪展開イメージ≫ 

・花で飾られた JR 恵み野駅から、恵み野商店街等を散策しながらメイン会場に徒歩で向かう

ことを想定。ルート上には商店街のガーデンテーブル、ポケット パークや商店・個人宅のオ

ープンガーデンがあり、市民による花のまちづくりを実感しながらメイン会場に向かうアクセ

ス路となります。 

花の拠点 

中島公園 

多目的広場 

トイレ 

駐車場 

●【地下歩道】 

【花壇・庭園出展コンテストなど】 

・多目的広場を「装飾花壇」、造園緑化各社が技術を競う「庭

園出展コンテスト」などの会場とします。 

5-2-1 



４ 

 

 

(1)屋外展示計画 

■ 花と緑の魅力で来場者をおもてなしする出展、展示を市民との協働、造園・花き関係業

者、関係企業等と連携し策定します。 

⚫ メイン会場では、北海道の自然やガーデンの魅力を紹介。協

賛会場や周辺のガーデンを巡りたくなる演出 

⚫ 恵庭市の花のまちづくりを検証し歴史と成果を紹介。将来への

継承を考えた企画展示 

⚫ 花・緑を用いて暮らしの質を高める提案の場等 

⚫ 市民ガーデナーや若手ガーデナーの競演・コンテスト、農や食を

テーマにした畑レストラン等、賑わいやバラエティーのある演出 

⚫ センターハウス等における雨天時にも楽しめるインドアグリーン、

フラワーの展示やプログラムの実施 

(2) 植物調達計画 

■ 恵庭市内及び周辺地域、道内の生産状況や園芸産業の振興、今後のまちづくりに活用

するため植物調達計画を策定します。 

⚫ 植物調達は、会場の景観や雰囲気、伝えるテーマやイメージ、コンテンツの内容、目的等、会

場計画に合わせ実施 

⚫ 植物の生産調達体制、生産状況の調整、会場への搬入・施工・維持管理を円滑に推進す

るための総合的な監理体制の整備 

(３) 広報宣伝計画 

※本編 P33 

■ 道内及び北海道を訪れる国内外の観光客を対象に、恵庭をはじめとする北海道全体

の地域資源、観光資源を発信する事業や各種キャンペーン等と連携し、観光業界、各

種交通機関の協力を得ながら効率的かつ効果的な広報宣伝、観客誘致を図ります。 

⚫ 既存イベントの開催主体や北海道フェア連絡協議会の自治体の広報ソース・ツールを積極的

に活用するとともに、民間ガーデンや公園の管理者と連携・協力した広報宣伝 

⚫ 来場者や関心を持ってもらった人々のＳＮＳ等の発信力を期待し、インスタ映えするスポットを

用意する等の方法を検討 

⚫ 会場周辺の庭園やガーデン、地域の歴史や文化施設とタイアップしたツアー等を、観光業界、

旅行業界等との連携、協力により企画・運営の検討 

(４) 行催事計画 

※本編 P34 
 

■ 「花とくらし展」等、市内の恒例イベントとタイアップし、更なる地域振興や賑わい創出につ

ながる行催事計画とします。 

⚫ オープンガーデンの魅力やガーデンづくりの楽しさを知ってもら

うための講習会、ガーデン巡りツアー（有料）を企画 

⚫ まちなか会場では、恵庭市の花と緑を活かしたまちづくりの

成果や魅力を実感できるものに。オープンガーデナーや近隣

住民の意向を聞き取り、地域に配慮した企画づくり 

⚫ 花や緑に関係する業界、学会等との連携によるシンポジウ

ム、フォーラム（学生による研究発表、デザインコンペ等） 

 

(５) 会場運営計画 

※本編 P35 
 

■ 恵庭ならではの“市民ボランティアと共に来場者をおもてなしする会場運営”を基本に、

公園の管理者と連携した効率的な会場運営計画を策定します。 

⚫ 会場案内、ガーデン管理等から講習会の講師やガイドツアー

の案内役まで、花のおもてなしの豊かな経験を活かした会場

運営 

⚫ 主要行催事である恒例イベントの実施主体や協力頂いている

団体、市内の学校、市内の造園組合、花苗生産組合等の

皆様との調整を図り、運営の協力体制を構築 

(6) 交通輸送計画 

※本編 P36 

■ まちなか会場をメイン会場へのアプローチとして位置づけ、徒歩等でまちなみの花や緑を

楽しみながら向かうことなど想定します。 

■ 円滑な来場者の輸送と会場周辺の生活環境に配慮した交通輸送を前提に、公共交通

機関利用の推奨、来場者の安全性や快適性の確保、周辺環境への配慮を重視した計

画を策定します。 

(7) 緑化の推進・     
フェアの継承、 
協働・参画計画 
※本編 P37 

■ フェアが一過性に終わることなく、地域に根ざす活動となる

ような仕組みを、市民とともに作り上げていくプロセスを検

討します。 

■ 駅前広場等で来訪者をおもてなしする花壇や道路の植樹

帯等での宿根草の植え付け等、市民ボランティアや民間

活力によるフェア後にも続く緑化運動を推進します。 

(8) 協賛会場との 
連携計画 
※本編 P37 

■ 協賛会場との連携について次のとおり計画します。 

● 会場周辺の庭園やガーデン、地域の歴史や文化施設とタイアップしたツアー等

を、観光業界、旅行業界等との連携・協力により企画・運営の検討 

● 各会場では既存イベントを中心に関連イベントを開催 

● 観光周遊の拠点として位置づけ、他会場への来訪を促すプログラム等を展開 

● フェアを契機に「ガーデンツーリズム登録制度」への登録申請の機運を高める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 事業計画 ※本編 p.31～35 

９ スケジュール ※本編 p.38 

2019（Ｒ01）     ／       2020（Ｒ02）   ／      2021（Ｒ03）      ／       2020（Ｒ04） 

基本計画 実施計画等 基本構想 北
海
道
フ
ェ
ア
開
催 

★大臣同意 

★基本計画検討会議 

★実行委員会設立 ★基本構想 

検討委員会 

☆連絡協議会 

北海道フェア準備室 北海道フェア推進室 花の拠点整備室 

北海道フェア実行委員会 

※本編 P32 

5-2-2 

※本編 P33 

5-2-3 

5-4-2 

5-4-3 

5-4-4 

6-2 

5-3-1 

5-4-1 

5-3-2 


